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「
第
四
回
東
日
本
大
震
災
国
際
神
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
報
告　

序
文

東
日
本
大
震
災
国
際
神
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員

青
山
学
院
大
学
教
授　

藤　

原　

淳　

賀

東
日
本
大
震
災
か
ら
五
周
年
と
な
る
二
〇
一
六
年
、
フ
ラ
ー
神
学
大
学
院
と
共
に
、「
第
四
回
東
日
本
大
震
災
国
際
神
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

が
行
わ
れ
た
（
二
〇
一
六
年
二
月
二
九
日
﹇
月
﹈、
三
月
一
日
﹇
火
﹈、
お
茶
の
水
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
セ
ン
タ
ー
）。

第
一
回
東
日
本
大
震
災
国
際
神
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
二
〇
一
二
年
）
の
テ
ー
マ
は
、「
い
か
に
し
て
も
う
一
度
立
ち
上
が
る
か
――
こ
れ

か
ら
の
一
〇
〇
年
を
見
据
え
て
（H

ow
 can w

e start again? C
enturial V

ision for Post-disaster Japan

）」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
そ

こ
か
ら
続
く
国
際
神
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
共
通
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。
第
二
回
（
二
〇
一
三
年
）
の
テ
ー
マ
は
、「
苦
難
に
寄
り
添
い
前
に
向

か
う
教
会
（T

he C
hurch: E

m
bracing the Sufferers, M

oving Forw
ard

）」、
第
三
回
（
二
〇
一
四
年
）
の
テ
ー
マ
は
「
苦
難
を
通
し
、

壁
を
越
え
て
、
次
の
世
代
へ
（R

aising Leaders through Sufferings beyond W
alls

）」
で
あ
っ
た
。
震
災
後
、
変
わ
り
つ
つ
あ
る
状
況

を
見
な
が
ら
、
現
地
の
教
会
が
最
も
必
要
と
し
て
い
る
テ
ー
マ
を
見
出
し
て
き
た
と
思
う
。
ま
た
こ
れ
か
ら
の
一
〇
〇
年
を
見
据
え
て
、
こ

の
第
三
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
か
ら
二
日
目
は
青
年
、
若
手
の
教
職
・
信
徒
向
け
の
会
を
持
つ
こ
と
に
し
た
。
ま
た
同
様
に
こ
の
回
か
ら
、
神
戸

の
い
く
つ
か
の
神
学
校
か
ら
の
お
招
き
が
あ
り
、
神
戸
で
も
国
際
神
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
持
つ
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
三
年
間
の
活
動
を
通
し
て
、
今
ま
で
互
い
に
面
識
の
な
か
っ
た
様
々
な
団
体
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
と
顔
の
見
え
る
信
頼
関
係
を
築
く
こ
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と
が
で
き
、
さ
ら
な
る
共
働
を
続
け
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
る
。

第
四
回
の
テ
ー
マ
は
「
キ
リ
ス
ト
さ
ん
と
呼
ば
れ
て
――
こ
の
時
代
、
こ
の
地
で
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
る
こ
と
（B

eing C
alled “K

irisuto-

san ”: R
e-visiting C

hristian Identity in Post-disaster Japan

）」
と
し
た
。
震
災
後
の
支
援
活
動
の
中
、
親
し
み
を
持
っ
て
「
キ
リ
ス
ト

さ
ん
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
人
口
は
一
％
以
下
で
あ
る
。
九
九
％
の
方
々
に
と
っ
て
は
、
私
た
ち
キ
リ
ス
ト

者
は
教
派
教
団
を
越
え
て
「
キ
リ
ス
ト
さ
ん
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。
ま
た
人
び
と
は
私
た
ち
の
内
に
お
ら
れ
る
キ
リ
ス

ト
を
見
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
教
会
外
か
ら
の
視
点
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
宣
教
、
支
援
、
社
会
へ
の
関
わ
り
、
教
会
形
成
を
考
え
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
し
た
。
大
震
災
を
通
し
て
私
た
ち
は
様
々
な
壁
を
越
え
て
共
に
働
く
こ
と
を
学
ん
で
き
た
。
こ
れ
は
震
災
を
経
験
し
た
日

本
の
教
会
か
ら
、
世
界
の
キ
リ
ス
ト
教
会
に
対
し
て
の
貢
献
で
も
あ
る
。

第
一
日
は
小
林
高
徳
先
生
（
東
京
基
督
教
大
学
学
長
）
を
総
合
司
会
者
と
し
て
進
め
ら
れ
た
。
主
題
講
演
は
ウ
ィ
ル
バ
ー
ト
・
シ
ェ
ン
ク

先
生
（
フ
ラ
ー
神
学
大
学
院
教
授
）
に
よ
る
「
災
い
に
備
え
て
」
と
吉
田
隆
先
生
（
東
北
ヘ
ル
プ
代
表
、
神
戸
改
革
派
神
学
校
校
長
）
に
よ

る
「
キ
リ
ス
ト
さ
ん
と
呼
ば
れ
て
――
こ
の
時
代
、
こ
の
地
で
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
る
こ
と
」
で
あ
っ
た
。

続
い
て
午
後
に
は
、「
線
香
の
一
本
で
も
あ
げ
て
い
け
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
藤
原
が
司
会
を
務

め
た
。
こ
の
言
葉
は
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
一
人
、
米
内
宏
明
先
生
（
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
連
合
理
事
長
、
国
分
寺
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
牧
師
）

た
ち
が
被
災
地
で
奉
仕
し
て
い
た
際
に
実
際
に
ノ
ン
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
方
か
ら
掛
け
ら
れ
た
言
葉
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
会
で
は
、
通
常
、

偶
像
礼
拝
を
避
け
る
た
め
に
、
線
香
を
あ
げ
な
い
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
。
し
か
し
奉
仕
活
動
を
す
る
中
で
、
愛
す
る
人
を
失
っ
た
方
か
ら

掛
け
ら
れ
た
こ
の
言
葉
に
は
大
き
な
重
み
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
言
葉
を
中
心
に
宣
教
の
あ
り
方
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
他
の
パ
ネ
リ

ス
ト
は
、
小
田
武
彦
先
生
（
聖
マ
リ
ア
ン
ナ
医
科
大
学
教
授
、
カ
ト
リ
ッ
ク
大
阪
大
司
教
区
司
祭
、
日
本
宣
教
学
会
会
長
）、
加
藤
誠
先
生
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（
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
連
盟
・
大
井
バ
プ
テ
ス
ト
教
会
牧
師
、
前
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
連
盟
常
任
理
事
）、
野
田
沢
先
生
（
日
本
基
督
教
団
S
C
F

﹇
学
生
キ
リ
ス
ト
教
友
愛
会
﹈
主
事
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、「
東
日
本
大
震
災
か
ら
五
年
を
迎
え
て
」
を
テ
ー
マ
に
諸
団
体
の
今
ま
で
の
働

き
を
振
り
返
っ
て
、
分
科
会
を
持
っ
た
。

第
二
日
は
藤
原
の
総
合
司
会
で
進
め
ら
れ
た
。
主
題
講
演
は
、
ウ
ィ
ル
バ
ー
ト
・
シ
ェ
ン
ク
先
生
に
よ
る
「
災
害
の
様
相
――
キ
リ
ス
ト

教
的
愛
の
形
」
で
あ
っ
た
。

こ
れ
か
ら
の
一
〇
〇
年
を
見
据
え
る
時
、
最
も
緊
急
か
つ
深
刻
な
問
題
は
、
教
会
に
青
年
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教

に
関
心
を
持
つ
青
年
が
ど
こ
に
い
る
の
か
。
最
も
明
ら
か
な
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校
で
あ
る
。
そ
の
青
年
た
ち
は
被
災
地
に
も
支
援
に

向
か
っ
て
い
た
。
教
会
の
高
齢
化
が
進
む
中
、
キ
リ
ス
ト
教
学
校
と
教
会
を
繋
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
青
年
た
ち
に
、
な
ぜ
教
会

に
行
か
な
い
の
か
、
教
会
の
何
が
問
題
な
の
か
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
っ
た
。
昼
食
時
に
は
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
テ
ー
ブ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

午
後
に
は
、
そ
れ
に
対
す
る
教
会
側
か
ら
の
応
答
を
お
願
い
し
た
。
網
中
彰
子
先
生
（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
協
議
会
総
幹
事
）、
比
企
敦
子

先
生
（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
協
議
会
総
主
事
）、
岡
村
直
樹
先
生
（
東
京
基
督
教
大
学
大
学
院
教
授
）、
小
川
真
先
生
（
キ
リ
ス
ト
者
学
生
会

﹇
K
G
K
﹈
主
事
）
に
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
ご
発
表
い
た
だ
き
、
松
本
周
先
生
（
聖
学
院
大
学
）
の
司
会
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

た
。本

報
告
に
は
、
第
四
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
行
わ
れ
た
主
題
講
演
、
パ
ネ
リ
ス
ト
発
題
の
一
部
を
収
め
て
い
る
。
ま
た
、
本
書
に
は
英
文

も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

聖
学
院
大
学
は
、
第
一
回
か
ら
こ
の
第
四
回
ま
で
、
経
済
的
に
も
、
人
的
に
も
、
ま
た
出
版
の
面
で
も
、
主
催
団
体
と
し
て
国
際
神
学
シ
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ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
支
え
て
下
さ
っ
た
。
特
に
阿
久
戸
光
晴
理
事
長
は
お
忙
し
い
中
、
全
て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
ご
出
席
下
さ
っ
た
だ
け
で
な

く
、
祈
祷
、
説
教
等
を
通
し
て
ご
奉
仕
下
さ
っ
た
。
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。




